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最
後
に
恒
星
時
を
李
均
太
陽
時
に
攣
換
す
乃
事
に
つ
い
て
の
問
題
を

残
し
て
居
り
ま
す
。
是
は
前
の
法
の
逆
で
、
與
へ
ら
れ
た
恒
星
時
よ
り

す
．
ぐ
前
に
あ
る
　
牛
均
正
午
に
於
て
の
．
恒
星
時
．
を
引
き
去
り
ま
す
。
勿
論

其
地
の
経
度
を
考
へ
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
結
果
は
李
均
正

午
以
後
の
恒
星
時
で
あ
り
ま
す
か
ら
等
し
い
値
の
李
均
太
陽
時
に
攣
換

す
れ
ば
要
求
せ
ら
れ
た
問
題
を
果
す
わ
け
に
な
り
ま
せ
う
。

　
そ
れ
で
一
通
り
の
換
算
法
を
終
へ
た
わ
け
に
な
り
ま
す
が
、
特
に
注

意
す
べ
き
事
は
日
付
を
嚴
正
に
す
る
事
で
あ
り
ま
す
。
（
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清

大
望
遠
鏡
は
遂
に
露
國
へ

　
昨
年
の
春
頃
、
在
膳
國
の
或
る
一
口
な
通
じ
て
、
大
望
遠
鏡
の
司
り
物
の
廣

皆
が
日
本
へ
も
煮
て
居
六
〇
そ
れ
ば
、
「
戦
前
、
ロ
シ
ア
の
ニ
コ
ラ
イ
ェ
フ
天
丈

壷
で
、
六
十
吋
亡
か
の
大
き
な
反
射
望
遠
鏡
存
英
國
の
グ
ラ
ブ
會
杜
へ
注
丈
し

糞
の
が
、
殆
ん
ご
完
成
し
た
け
れ
ご
、
ロ
シ
ア
に
あ
の
通
り
の
草
亀
攣
齪
で
、

ヒ
て
も
其
の
斜
な
買
ひ
取
る
こ
ぜ
に
出
來
な
い
。
そ
れ
で
何
所
か
、
他
の
天
丈

盗
へ
て
も
買
っ
て
呉
れ
な
い
か
」
ぜ
い
ふ
勧
誘
で
あ
っ
た
。
曇
り
品
ば
始
め
注

丈
の
時
、
代
僧
嘱
の
恋
†
値
が
既
に
ド
製
一
廻
會
謎
へ
佛
ひ
冒
込
ま
れ
て
あ
る
．
の
で
、
今
悶
貝

ふ
者
に
非
常
な
安
値
で
買
に
れ
る
筈
で
あ
る
か
ら
、
之
れ
に
珍
し
い
好
機
で
あ

る
の
で
、
自
分
等
ば
、
二
三
ケ
所
、
心
當
り
の
所
を
奔
走
し
て
見
た
け
れ
ご
、

四
五
十
萬
瞑
ぐ
ら
み
の
金
が
遂
に
出
る
所
か
獲
見
ぜ
す
、
大
に
残
念
に
思
っ
て

ゐ
糞
9
し
か
る
こ
最
近
に
聞
い
六
ご
こ
ろ
に
よ
る
ご
、
そ
の
大
望
蓮
鏡
に
、
ロ

　
シ
ア
の
方
で
も
や
ば
り
未
練
が
残
っ
て
ゐ
六
書
見
え
、
代
贋
の
馨
額
な
彿
び
込

ん
で
、
送
、
・
注
文
主
リ
ニ
コ
ラ
イ
エ
フ
「
天
文
豪
へ
向
け
、
佐
國
か
ら
嚢
逡
さ
れ

敦
ビ
ビ
ふ
。
之
れ
ぜ
酒
乱
に
シ
メ
イ
ス
筋
交
肇
（
同
じ
く
露
國
）
の
注
文
品
で
賞

q
物
に
な
っ
て
み
れ
二
十
吋
絵
り
の
二
型
興
鏡
も
亦
シ
メ
ノ
・
ス
へ
獲
逡
さ
れ
敦
亡

　
い
ふ
Q

　
今
日
の
ロ
シ
ア
ば
世
八
の
普
く
知
る
如
く
財
界
空
前
の
難
況
に
あ
る
に
か
」

に
ら
す
、
非
常
な
決
心
准
以
つ
で
、
ソ
ヴ
ノ
・
エ
ツ
ト
政
府
．
が
右
の
二
つ
の
官
立

天
丈
藁
の
六
め
に
、
．
’
一
寸
考
へ
れ
ば
、
今
日
の
ロ
シ
ア
か
救
ふ
六
．
の
、
・
に
不
急

の
、
む
し
ろ
無
關
係
ざ
思
ば
れ
る
や
、
う
な
純
學
術
の
れ
め
に
、
）
亘
大
な
乃
金
額

為
支
出
し
六
こ
ミ
に
眞
實
ビ
思
ほ
れ
な
い
ほ
こ
の
大
家
さ
定
言
へ
ば
言
ば
れ
る

　
や
う
な
こ
ぜ
で
あ
ろ
。
我
が
日
本
の
官
民
が
、
常
に
純
七
二
の
た
め
に
費
用
た

惜
し
み
勝
ち
で
あ
る
こ
定
書
比
較
し
て
、
實
に
ノ
れ
に
大
な
る
皮
肉
定
い
ふ
べ

告
で
あ
ら
う
。
（
一
九
二
三
、
四
、
＝
．
「
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
丈
肇
に
て
山
本
）

ジ
ユ
リ
ウ
ス
暦
の
清
滅

　
晋
し
、
ロ
マ
の
執
政
官
ジ
ェ
リ
ウ
ス
・
シ
ー
ザ
ー
が
剃
定
し
糞
ジ
ュ
リ
ゥ
ス
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暦
ぽ
、
県
界
の
一
年
た
三
百
六
十
五
日
ピ
し
斗
四
年
毎
に
三
百
六
十
六
日
の
閏

年
私
置
く
こ
ご
に
し
て
、
氣
候
ピ
太
陽
の
谷
行
定
た
調
和
し
れ
も
の
で
あ
っ
六

駆
れ
ば
圭
亡
し
て
大
昔
し
エ
ヂ
プ
ト
に
知
ら
れ
て
ゐ
☆
天
丈
釣
上
の
智
識
な
取

噸
入
れ
、
正
確
な
一
ケ
年
匡
三
百
六
十
五
日
四
分
の
一
で
あ
ろ
こ
い
ふ
根
本
原

理
に
基
づ
い
六
謄
法
で
、
始
め
て
、
西
暦
紀
元
前
四
十
六
年
「
児
｝
日
か
ら
、

大
回
マ
國
な
申
心
ぜ
し
六
隊
洲
一
帯
く
用
ゐ
ら
れ
六
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に

此
の
暦
法
に
太
陽
運
行
の
非
常
に
精
密
な
値
ご
合
ば
な
い
も
の
で
あ
ろ
こ
ざ
が

そ
の
後
に
な
っ
て
知
れ
．
て
二
六
〇
・
記
録
に
よ
れ
ぽ
西
暦
三
二
三
年
の
二
ヶ
ア
宗

教
煮
魚
の
年
に
匡
、
券
の
書
下
李
分
の
日
が
其
の
年
の
三
月
二
十
一
日
目
あ
っ

索
O
（
即
ち
、
之
れ
に
太
陽
が
此
の
日
に
天
の
春
分
心
髄
通
過
し
た
の
で
あ
る
O
）

定
こ
％
が
、
す
つ
ビ
降
っ
て
、
一
五
八
二
年
に
な
っ
て
、
天
丈
家
の
魏
測
に
よ

ね
ば
、
其
の
年
、
太
陽
が
春
分
黙
布
通
過
し
六
の
は
三
月
十
一
日
で
あ
っ
カ
O

放
に
大
耳
一
千
二
百
年
飴
の
間
に
、
春
分
の
日
が
十
日
だ
け
狂
っ
て
來
れ
こ
定

に
な
る
。
こ
れ
秘
改
正
ず
る
た
め
に
、
十
六
世
紀
頃
の
ロ
マ
法
王
1
1
種
々
の
會

合
↑
催
し
て
天
王
家
の
暦
法
改
正
意
見
を
き
い
六
結
果
、
遽
に
法
王
グ
ソ
ゴ
リ

第
十
三
世
に
至
っ
て
、
新
暦
法
な
制
定
し
、
「
ツ
ユ
サ
ウ
ス
暦
法
に
よ
る
置
閏
法

の
申
か
ら
、
四
百
年
に
三
回
の
寧
日
秘
省
く
」
こ
定
な
決
定
し
、
此
の
新
奮
爾

法
の
過
渡
期
ミ
し
て
、
特
に
一
五
八
二
年
ほ
十
月
四
日
た
十
月
十
五
日
亡
呼
ぶ

べ
し
ε
い
ふ
法
令
な
獲
布
し
六
。
此
の
改
正
の
六
め
、
一
五
入
二
年
ぜ
い
ふ
年

に
日
数
三
百
五
十
五
日
で
あ
る
け
れ
ご
、
翌
年
か
ら
匡
、
挙
年
三
百
六
十
五
日

閏
年
三
百
六
十
六
日
ビ
な
り
、
其
の
閏
年
が
四
百
年
間
に
九
十
七
回
あ
る
こ
定

に
な
る
の
で
あ
る
O

　
そ
も
く
、
ツ
ユ
リ
ウ
ス
暦
法
に
よ
う
「
四
年
に
一
回
づ
㌧
の
時
日
為
置
く

ミ
い
ふ
こ
ミ
に
、
｛
二
言
す
れ
ば
毎
四
年
闇
凹
の
総
日
数
が

　
　
G
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×
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μ
H
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定
な
り
、
從
っ
て
一
ヶ
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の
土
均
日
数
ぜ
し
て

　
　
課
試
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脳
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鼻
”
q
◎
饒
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誤
O
O

莇
の
三
六
五
・
二
五
日
間
に
、
太
陽
が
春
分
か
ら
春
分
ま
で
も
蓮
行
す
ろ
筈
で
あ

み
定
い
ふ
理
ミ
な
る
。
し
か
ろ
に
、
グ
レ
ゴ
”
暦
法
に
よ
れ
ば
四
百
年
問
に
九

十
七
回
の
閏
葬
置
く
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
揚
合
の
亭
均
一
年
の
日
数
ほ

　
　
（
G
。
歌
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琶
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O
O
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言
な
る
筈
で
あ
る
Q
一
方
に
於
い
て
、
實
際
の
天
文
學
的
観
測
か
ち
計
算
す
れ

㎏
μ
、
．
一
ジ
ユ
リ
ウ
ス
年
（
一
二
山
ハ
玉
・
二
五
．
0
0
日
）
闇
悶
に
r
太
魑
吻
が
晶
帯
漕
勘
蓮
動
な
寸
’
ろ

角
度
に
、
圓
周
…
翌
朝
（
三
百
六
十
度
）
で
に
な
く
し
て
、
そ
れ
よ
り
も
・
角
度

で
二
・
七
・
山
ハ
八
秒
だ
ゆ
り
多
い
こ
ぜ
が
駕
馳
浬
…
さ
れ
て
み
ろ
。
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6
0
崩
厭
密
に
．
い
へ
い
μ
鋤
の
コ
一
六
五
・
二
四
ニ
ニ
け
ロ
も
グ
レ
ゴ
リ
ー
加
暦
の
基
本

日
数
三
六
五
・
二
四
二
五
日
ご
全
く
合
致
し
て
み
る
も
の
で
な
い
か
ら
、
其
の
差

の
○
・
○
○
〇
三
日
づ
㌧
苺
年
立
日
が
延
び
て
行
っ
て

　
　
　
H

　
　
　
　
　
　
目
q
Q
㊤
o
O
O

　
　
g
O
O
g
W

帥
、
三
千
三
百
年
目
に
一
日
の
狂
ひ
が
生
じ
る
こ
ビ
ビ
な
る
け
れ
ご
、
潤
れ
ほ

随
分
長
い
年
月
の
後
の
こ
ご
で
寺
用
的
に
に
亙
り
重
大
で
な
ぜ
こ
定
に
な
ろ
。

即
ち
去
れ
で
見
て
、
グ
レ
ゴ
可
1
暦
ば
ジ
ユ
リ
ウ
ス
暦
よ
り
も
、
非
常
に
妊
く

太
陽
蓮
動
定
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
こ
ぜ
が
わ
か
ろ
。

「
春
分
が
三
月
二
十
〕
日
よ
り
も
早
く
來
ろ
」
電
始
め
て
言
ひ
出
し
六
の
に
英

悟
の
宗
教
家
ビ
ー
ダ
翁
。
曾
）
で
あ
っ
糞
。
彼
れ
に
西
暦
七
三
〇
年
に
、
春
分

が
際
定
よ
り
三
日
も
早
い
こ
主
な
知
っ
た
Q
其
の
後
、
五
百
年
を
経
て
、
第
十

三
世
紀
に
、
サ
ク
ロ
・
瀞
ス
コ
や
口
．
ー
ジ
ヤ
。
ベ
ー
コ
ン
に
、
春
分
の
狂
ひ
が
七

入
日
に
も
建
し
て
み
る
ビ
雲
同
物
に
冒
書
い
て
み
ろ
Q
い
よ
く
此
の
狂
ひ
か
改
め

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ご
思
ひ
立
つ
六
の
は
、
ロ
マ
法
王
シ
キ
ス
ト
ス
第
四
世
で
、

一
四
七
四
年
、
當
畔
照
照
第
一
の
天
文
家
レ
ギ
オ
モ
ン
タ
ヌ
ス
為
笠
雲
、
暦
法

改
正
法
油
研
究
ぜ
し
め
六
〇
し
か
し
、
不
幸
に
し
て
レ
ギ
ナ
モ
ン
タ
ヌ
ス
に
一

四
七
六
年
に
死
ん
だ
六
め
此
の
計
書
に
其
の
ま
・
渉
ら
す
に
あ
っ
索
。
其
の
後

だ
ん
↑
慢
の
識
者
あ
此
の
問
題
存
注
意
す
る
や
う
に
な
り
、
法
王
磨
で
も
度

々
學
者
か
招
い
て
之
れ
為
議
し
六
つ
（
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
も
之
性
に
招
か
れ
表
一
人

で
あ
ろ
。
㌧
遽
に
第
†
六
世
紀
に
至
っ
て
、
前
記
グ
ソ
ゴ
可
法
王
が
伊
太
利
ナ
瀞

り
の
天
国
塚
リ
リ
ウ
ス
の
改
正
法
馬
探
怪
し
て
、
一
五
八
二
年
か
ち
重
れ
な
實

行
ず
る
布
A
¶
た
出
し
兎
O
・
し
か
し
、
　
”
リ
ウ
ス
ゆ
μ
不
幸
に
、
し
て
置
ハ
の
斯
腿
暦
軌
描
の

施
行
前
に
死
ん
だ
の
で
、
寅
際
の
改
正
ほ
天
交
家
ク
ラ
ヴ
ノ
・
ウ
ス
の
計
算
が
用

ゐ
ら
れ
乗
の
で
あ
ろ
。

（
…
七
）
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グ
レ
ゴ
サ
暦
法
探
用
の
當
毒
婦
、
欧
洲
一
般
に
新
自
由
思
想
が
み
な
ぎ
っ
て

み
る
時
で
、
．
特
に
宗
教
改
革
運
動
の
六
め
、
各
國
の
人
々
が
悪
み
合
ひ
、
從
っ

て
法
王
の
布
令
定
て
も
、
量
れ
々
ぎ
く
者
ば
決
し
て
一
般
的
で
ば
な
か
つ
敦
。

　
一
五
入
二
年
、
法
王
の
布
令
の
通
り
、
新
暦
法
潜
用
ゐ
糞
の
は
、
ス
ペ
イ
ン
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ボ
ー
ラ
ン
ド
、
及
び
イ
タ
リ
ー
の
大
部
分
に
止
ま
つ
れ
の
．
で
あ

ろ
が
、
釜
年
・
元
旦
炉
ら
フ
ラ
ン
ス
が
簸
れ
な
用
ゐ
、
一
五
八
七
年
に
ハ
ン
ガ
リ

ー
が
用
ゐ
穴
O
其
の
後
、
よ
ほ
こ
の
年
度
な
繧
て
一
七
〇
〇
年
、
デ
ン
マ
ル
〃

蜜
オ
ラ
ン
ダ
が
新
法
を
探
用
し
、
一
七
五
二
年
に
英
國
か
罵
れ
登
用
み
る
、
、
虐

に
な
つ
郭
。
瑞
西
書
式
逸
ビ
に
、
國
の
一
部
で
既
に
一
五
八
四
年
頃
に
此
の
法

な
用
み
て
ゐ
六
所
も
あ
る
け
れ
ご
、
國
内
一
般
に
用
ゐ
始
め
象
の
に
十
八
世
紀

の
末
、
十
九
世
紀
の
始
め
頃
で
あ
っ
カ
。

　
概
し
て
、
旧
教
の
丁
々
に
早
く
グ
ソ
ゴ
西
暦
な
用
ゐ
療
け
れ
．
s
、
新
敦
徒
に

法
王
に
謝
ず
る
反
感
か
ら
暦
の
．
改
正
が
後
れ
て
み
る
。

　
ジ
．
ユ
リ
ウ
ス
．
勝
為
頑
固
に
．
用
み
て
、
百
マ
法
王
の
方
法
に
依
ら
な
か
つ
糞
國

に
ロ
シ
ア
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
に
既
に
第
十
一
世
紀
の
頃
に
、
宗
教
上
か
ら
一
派

な
立
て
れ
國
で
あ
っ
て
、
最
近
に
至
る
．
ま
で
、
四
年
毎
に
一
回
の
閏
年
の
暦
法

准
用
み
て
ゐ
カ
。
そ
れ
が
F
六
め
、
月
目
の
一
当
へ
方
が
「
漸
々
他
閾
写
」
に
離
れ
て
、

今
世
紀
以
來
凡
そ
二
週
間
ほ
ざ
も
薪
年
が
逞
れ
て
る
六
の
ば
人
々
の
よ
く
知
る

亡
こ
ろ
で
あ
る
o
i
I
し
か
る
に
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
の
始
め
か
ら
グ
レ
ゴ
可

暦
な
用
ゐ
う
に
至
つ
象
。
又
聞
く
こ
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
本
年
二
月
以
後
、
ギ
リ

　
シ
や
國
に
於
て
も
断
然
ビ
し
て
奮
來
の
暦
法
な
捨
て
、
薪
乳
に
グ
ソ
ゴ
リ
暦
法

た
操
用
す
る
に
至
つ
れ
も
之
れ
で
以
っ
て
、
世
界
に
あ
ろ
頭
芋
國
に
大
部
分

　
グ
ソ
ゴ
リ
法
准
用
み
る
や
・
り
に
な
つ
索
わ
け
で
、
ツ
ユ
ザ
ウ
ス
暦
…
ほ
全
く
宜
ハ
の

跡
な
噺
つ
に
四
つ
六
の
で
あ
ろ
。

　
因
，
に
我
が
日
本
は
明
治
五
年
に
、
勅
令
を
以
っ
て
ジ
ユ
リ
ウ
ス
暦
な
探
用
し

明
治
三
十
二
年
に
至
っ
て
．
現
今
の
グ
ソ
ゴ
可
暦
に
移
つ
カ
の
で
あ
る
Q
（
一
九
二

三
、
四
、
二
三
、
来
國
ヤ
ー
キ
ー
ス
出
鉱
墓
に
て
山
本
）

△
　
△
△
　
△
　
△
　
△

鯨
座
べ
星
の
謎

　
土
《
る
二
月
二
十
七
日
の
h
†
｛
後
一
時
牛
謄
鴛
白
一
分
等
」
ほ
ヅ
ン
ビ
ー
…
教
授
の
宅
へ

艀
っ
て
、
其
の
一
家
族
や
ス
ト
ル
フ
エ
君
ご
書
舗
々
終
っ
た
ば
か
サ
の
時
で
あ

っ
糞
、
突
然
、
延
長
フ
ロ
ス
ト
氏
か
ら
電
話
が
か
」
つ
て
、

（
｝
入
）

「
新
聞
電
報
に
．
よ
う
ご
、
鯨
…
星
座
に
新
星
が
現
に
れ
て
、
光
ば
ア
〃
デ
バ
ラ
ン

　
星
よ
り
大
き
い
O
」

蜜
知
ら
ぜ
て
來
敦
。
そ
り
や
大
憂
だ
♂
、
大
急
ぎ
天
芝
籔
に
馳
ぜ
っ
け
て
見
る

亡
、
も
つ
ご
詳
し
い
事
情
な
知
ら
う
ぜ
し
て
、
フ
ロ
ス
ト
氏
ば
シ
カ
ゴ
の
新
聞

肚
亡
、
し
き
り
に
電
話
で
話
し
な
し
て
み
ろ
。
暫
く
す
ろ
ε
、
其
の
電
話
が
終

っ
て
、
さ
て
聞
き
得
た
こ
ピ
を
綜
合
し
て
見
る
ε
、

「
ギ
”
シ
ャ
に
居
ろ
佛
蘭
西
天
丈
器
差
の
一
人
が
、
鯨
座
べ
星
の
突
然
に
櫓
光

　
し
六
の
た
獲
翻
し
、
遜
れ
か
佛
國
の
．
學
會
に
報
告
し
糞
の
為
、
佛
國
ジ
ュ
ヅ

　
イ
シ
i
天
文
墓
の
人
々
が
観
測
に
よ
っ
て
確
か
め
乳
も
の
で
、
星
の
光
に
一

　
等
級
の
光
為
放
っ
て
る
る
ー
ー
之
れ
ば
佛
國
學
士
院
の
略
表
で
る
ビ
こ
ろ
で

　
あ
る
」

ミ
い
ふ
の
で
あ
ろ
。
何
だ
か
少
し
攣
な
や
う
だ
！
鯨
座
の
べ
星
書
言
へ
ば
、
随

分
大
き
な
星
で
、
毎
年
秋
か
ら
冬
へ
か
け
て
、
南
の
空
に
輝
や
式
御
馴
染
の
星

で
あ
ろ
。
亭
常
に
二
等
星
で
あ
る
が
、
勿
論
今
ま
で
に
其
の
光
度
が
攣
化
す
る

（
即
ち
攣
光
星
だ
書
い
ふ
）
こ
ε
に
認
め
ら
れ
て
み
な
い
。
之
れ
が
口
熱
に
一
等

星
に
な
つ
六
ご
い
ふ
ご
ビ
匡
、
全
く
有
り
得
べ
か
ら
ざ
る
事
件
ビ
に
言
へ
な
い

け
れ
ご
、
そ
れ
で
も
吉
今
未
曾
有
の
こ
ざ
に
ほ
違
ひ
な
ジ
。
新
星
マ
」
い
ふ
現
象

が
天
に
1
1
時
々
陥
る
、
其
の
時
に
に
、
全
く
今
ま
で
に
最
張
力
の
望
蓮
鏡
に
も

認
め
ら
れ
て
み
な
か
つ
六
微
星
ば
か
り
で
な
く
、
始
め
か
ら
九
等
や
十
等
位
の

星
が
急
に
光
り
カ
櫓
し
て
來
る
亡
い
ふ
こ
亡
が
稀
に
に
あ
ろ
け
れ
ご
、
今
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
△
△
△
△
△

場
合
の
襟
に
二
等
星
ほ
こ
の
大
き
な
星
が
新
星
の
眞
似
為
す
る
の
に
杢
く
人
類

の
歴
史
あ
っ
て
始
め
て
の
珍
「
ら
し
さ
で
あ
る
。
「
果
し
て
細
れ
ば
本
統
で
あ
ら
う

か
？
そ
れ
に
し
て
も
コ
ー
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
天
丈
電
報
中
央
局
や
ハ
ー
バ
ー
ド

天
丈
壷
が
殊
更
に
沈
款
し
て
み
る
の
は
何
故
だ
ら
う
。
書
几
の
誤
電
に
つ
い
て

は
昨
年
末
コ
ペ
ン
《
ー
ゲ
ン
が
輕
卒
な
通
知
を
し
て
世
人
を
迷
甘
し
れ
こ
定
が

あ
ろ
か
ら
今
囮
ぽ
特
に
愼
重
の
態
度
為
ε
つ
て
み
る
の
か
。
そ
れ
に
し
て
も
、

ハ
ー
バ
ー
ド
ほ
現
今
の
天
艦
光
．
度
學
の
灌
威
で
あ
る
、
そ
れ
が
先
導
し
て
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
△
△
△

理
由
に
何
だ
ら
う
Q
や
ば
り
今
度
も
、
所
謂
薪
聞
電
報
で
、
全
く
の
盧
戯
で
ば

な
い
に
し
て
も
、
何
か
の
誤
り
が
含
ま
れ
て
み
ろ
で
に
あ
ろ
ま
い
か
？
」
こ
う

し
れ
心
持
ち
が
此
の
報
告
な
温
い
力
人
々
の
胸
の
中
に
起
ら
ざ
る
か
得
な
か
つ

カ
。
「
佛
國
學
士
院
の
獲
衷
定
い
ふ
け
れ
ざ
、
灯
れ
ぜ
て
も
全
く
信
用
す
ろ
こ
ミ
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に
出
來
力
．
い
Q
か
つ
て
、
同
じ
雌
の
佛
國
學
士
院
ほ
、
火
星
怨
一
つ
。
薪
星
ε

誤
っ
て
世
た
驚
か
し
た
歴
典
が
あ
ろ
の
だ
か
ら
・
今
恥
毛
亦
、
火
星
を
誤
っ
て

み
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
し
こ
う
プ
ン
ビ
ー
教
授
に
言
ひ
出
し
乳
。
な
ろ
ほ
こ

此
頃
、
火
星
ば
夕
暮
の
西
南
の
伽
．
　
に
一
等
星
り
光
為
放
っ
て
赤
く
輝
い
て
み
ろ

星
座
口
鯨
座
で
ば
な
い
．
け
れ
ご
、
其
の
御
隣
り
の
魚
座
だ
。
「
そ
う
か
も
知
れ
な

い
」
マ
・
7
・
ス
ト
豪
長
も
合
槌
な
打
つ
。
す
ろ
定
、
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
敏
授
に

「
鯨
座
に
ば
、
今
ミ
ラ
星
（
有
名
な
長
期
愛
光
星
）
が
漸
次
測
光
し
て
來
て
る
ろ

未
だ
最
大
光
輝
に
は
建
t
な
い
け
れ
ご
、
確
か
に
三
等
級
ぐ
ら
ゐ
で
あ
ろ
か
ら

肉
眼
に
も
よ
く
見
え
て
み
ろ
一
、
今
年
ぱ
特
に
其
の
曾
光
が
異
常
で
あ
ろ
か
ら

注
意
を
惹
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
」
葡
言
ひ
出
し
れ
Q
自
分
巨
「
切
・
鼠
○
蜜
（
鯨

座
べ
星
の
洋
名
）
、
で
は
な
く
て
、
訂
。
δ
H
σ
q
Φ
昏
。
（
オ
リ
ナ
ン
座
ア
星
の
固
有
名
）

で
ほ
な
い
だ
ら
う
か
。
之
れ
が
ア
か
デ
バ
ラ
ン
よ
り
大
き
い
ビ
か
何
ビ
か
で
騒

い
で
み
る
の
で
に
な
い
だ
む
う
か
？
」
ぜ
言
っ
て
見
表
・
こ
う
し
て
暫
く
ば
¢

ろ
一
の
説
が
天
丈
藁
の
掲
示
板
の
前
な
賑
ほ
し
カ
。

　
ミ
に
か
く
、
鯨
座
べ
星
ズ
ぜ
假
り
に
電
文
温
り
を
信
用
し
て
、
ヴ
ン
ビ
ー
…
教

授
が
．
計
算
し
て
見
ろ
ご
、
蕗
の
星
ば
赤
身
○
畦
四
十
分
赤
緯
南
十
割
二
十
四
分

で
あ
っ
て
、
午
後
六
四
牛
耳
い
ふ
時
に
西
の
地
唄
線
に
没
し
て
了
う
！
Q
「
六
蒔

坐
一
こ
い
へ
げ
h
、
此
頃
Y
口
目
当
｛
後
の
間
も
血
…
い
暗
で
、
｝
四
の
弗
工
に
未
だ
全
く
陪
門
く

な
ち
な
い
晴
だ
。
し
て
見
る
寸
＼
此
の
星
の
観
測
ぽ
今
後
ば
頗
る
劇
烈
だ
、
こ

う
ぜ
暗
く
な
っ
て
ば
見
え
な
い
の
な
ら
、
今
、
一
寸
、
四
十
吋
で
覗
い
て
見
や

う
じ
や
な
い
か
、
」
り
一
氏
匡
こ
う
言
ひ
出
し
カ
。
其
の
時
ば
午
後
四
時
過
ぎ
で

．
あ
っ
カ
O
直
ち
に
プ
ン
ビ
ー
段
霊
”
i
氏
ご
ば
四
十
吋
の
大
サ
ー
ム
に
馳
け
上

る
。
自
分
も
其
の
あ
芝
な
つ
い
て
塔
に
上
り
、
屋
根
な
動
か
し
、
大
き
な
床
た

上
げ
ら
れ
．
る
だ
け
上
げ
、
望
遠
鏡
か
星
り
経
緯
に
向
け
、
先
づ
プ
ン
ビ
！
氏
が

プ
ア
イ
ン
ダ
i
（
六
吋
望
遠
鏡
）
で
星
か
さ
が
す
ビ
、
果
し
て
鯨
座
ぺ
星
が
見
え

ち
、
そ
れ
か
ら
四
十
吋
の
澗
野
に
入
れ
、
ヴ
ン
．
ピ
ー
、
ヨ
ー
、
山
本
ざ
、
三
人

交
る
一
星
な
眺
め
て
発
墨
。
星
が
地
亭
に
近
い
の
で
、
チ
ラ
ー
亡
ゆ
ら
い

で
に
る
ろ
が
、
立
派
に
見
え
て
み
る
。
光
度
な
知
り
れ
い
け
れ
ざ
、
之
れ
に
他

に
比
較
ず
る
も
の
が
無
い
か
ら
明
ら
か
に
ほ
決
定
出
來
な
い
Q
星
の
色
も
確
か

な
こ
ぜ
ば
何
亡
も
言
へ
な
い
が
、
亭
常
ご
大
し
糞
違
ひ
ば
な
く
、
幾
分
の
黄
色

に
輝
い
て
ゐ
六
。

　
此
の
日
、
午
後
六
時
頃
、
ス
ト
ル
フ
ェ
君
匡
四
十
吋
に
大
分
光
爲
凶
器
た
付

け
て
、
望
蓮
鏡
奄
低
い
一
西
の
空
に
向
け
．
て
見
糞
が
、
星
が
早
り
地
図
に
近

い
九
め
、
逡
憾
な
が
ち
撮
影
ば
禺
來
な
か
つ
れ
。
一
方
、
同
じ
時
刻
に
パ
ー
ク

ハ
ー
ス
ト
教
授
ば
六
吋
の
紫
外
線
カ
メ
ラ
為
星
に
向
け
て
、
明
る
い
空
に
撮
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

な
試
み
れ
け
れ
ご
、
騰
れ
も
、
現
像
し
て
見
て
、
全
州
が
か
ぶ
っ
て
ゐ
糞
。

　
翌
二
十
八
日
ぱ
曇
り
。
其
の
翌
三
月
「
日
ご
同
二
日
ミ
爾
日
、
自
分
ほ
パ
ー

ル
教
授
ご
共
に
、
日
没
後
、
六
吋
カ
メ
ラ
為
用
み
て
、
撮
影
を
し
六
〇
肉
眼
で

ば
明
ら
か
に
其
の
ス
ペ
ク
下
ッ
な
見
六
（
剃
に
異
歌
ば
．
認
め
な
か
つ
六
）
が
、

　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
、
　
、

爲
眞
板
に
、
常
つ
も
明
る
い
空
の
殆
が
か
ぶ
っ
て
星
の
像
ほ
現
に
れ
て
る
な
い

　
其
の
後
ば
、
日
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
日
没
時
は
盆
㌣
お
そ
く
、
江
っ
て
此
の

星
の
襯
測
は
等
々
困
難
に
な
る
の
で
、
以
後
、
誰
も
観
測
な
つ
ダ
け
る
者
ば
な

か
つ
カ
O
そ
し
て
、
誰
も
皆
「
別
に
異
常
に
無
い
ら
し
い
ぢ
や
な
い
か
」
ぜ
い

ひ
交
し
六
り
し
て
ゐ
六
。

　
新
聞
肚
か
ら
「
槻
測
の
結
果
に
如
何
」
ピ
聞
き
に
測
る
毎
に
、
フ
ロ
ス
ト
豪
長

に
、
「
い
ろ
ん
な
方
法
で
、
其
の
星
た
見
糞
こ
亡
に
見
糞
が
、
こ
う
定
決
定
的
な

こ
ご
ぱ
言
ひ
か
れ
る
」
ビ
い
ふ
返
事
な
t
て
る
ら
れ
雲
Q
し
か
ろ
に
、
登
れ
が

こ
う
談
ら
れ
六
も
の
か
知
ら
な
い
が
、
カ
ナ
ダ
の
方
へ
ば
、
「
鯨
…
座
べ
星
の
異
憂

に
佛
國
烈
士
院
ビ
、
．
来
國
ヤ
！
キ
ー
ス
天
丈
塵
ざ
で
確
か
．
め
ら
れ
衷
ロ
」
芝
い

ふ
風
に
傳
へ
ら
れ
て
行
つ
カ
〇

　
三
月
中
頃
に
な
っ
て
、
天
趣
皇
へ
匡
佛
國
達
士
院
の
報
告
が
到
着
し
六
Q
そ

れ
に
よ
ろ
ビ
、
ギ
リ
シ
ャ
で
此
の
星
を
始
め
て
見
表
卜
い
ふ
の
に
、
ウ
ィ
リ
ア

ム
．
N
。
ア
ボ
ッ
ト
（
＜
唄
＝
｝
…
帥
ヨ
　
H
4
●
b
σ
げ
。
耳
）
こ
い
ふ
英
國
少
年
で
、
年
齢
巨
十

四
歳
。
現
今
、
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
テ
ン
ス
市
に
住
ん
で
み
ろ
が
、
若
い
な
が
ら
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
賢

将
が
妊
蓋
で
、
既
に
佛
國
天
経
鼻
の
部
員
で
あ
る
。
彼
れ
は
二
月
中
頃
、
鯨
座

べ
星
の
光
が
麗
し
六
の
な
嚢
噛
し
て
、
同
月
十
四
日
午
前
†
畔
、
ア
テ
ン
ス
か

ら
、
佛
國
ジ
ユ
ヴ
イ
シ
ー
天
丈
肇
の
フ
ラ
ン
マ
リ
オ
ン
博
士
へ
宛
て
て
、

「
鯨
座
べ
星
の
光
、
ア
ル
デ
バ
ラ
ン
よ
り
強
し
」

ミ
い
ふ
電
報
准
逡
つ
六
〇
ジ
ユ
ヴ
イ
シ
ー
で
に
ケ
感
触
・
氏
が
、
二
月
十
八
日
に

其
の
星
な
ち
よ
つ
定
見
覗
け
れ
ご
雲
霧
の
カ
め
に
充
分
な
親
測
ば
禺
來
な
か
つ

カ
。
其
の
後
、
二
十
三
日
に
至
っ
て
、
空
が
非
常
に
好
く
晴
れ
カ
の
で
、
ケ
ニ

馬
寮
ば
午
後
六
時
か
ら
六
時
二
＋
五
分
ま
で
の
問
に
星
な
観
測
し
、
灘
明
の
空

の
明
る
さ
に
も
か
・
ば
ら
す
、
肉
眼
で
も
、
其
の
星
が
一
等
星
の
輝
や
き
秘
持

っ
て
る
六
こ
筆
塚
確
か
め
’
穴
の
だ
ε
い
ふ
Q

（
一
九
）
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し
か
し
、
覚
、
の
後
、
英
國
側
の
報
皆
に
よ
れ
ば
、
二
月
二
十
八
日
蜜
三
月
三

日
ご
に
、
タ
ン
コ
ク
定
い
ふ
人
が
、
よ
く
晴
れ
力
空
で
槻
測
し
た
け
れ
ご
、
其

の
時
ほ
一
竿
星
ほ
こ
の
光
で
ほ
な
か
っ
た
ε
い
ふ
Q
南
亜
ケ
ー
プ
タ
ツ
ン
の
ス

キ
エ
レ
ル
ー
プ
氏
が
三
月
二
日
に
槻
犬
ビ
き
に
ば
挙
祐
の
通
り
．
の
一
、
一
等
星
で
あ

っ
負
。

要
す
う
に
、
肖
分
の
手
詐
に
判
明
し
た
事
實
ε
、
諸
所
か
ら
の
報
告
ば
右
の

蓮
り
で
あ
る
Q
カ
ざ
ひ
、
少
年
ア
ボ
ツ
下
氏
の
襯
察
が
少
々
疑
問
で
あ
ろ
に
し

て
も
》
ジ
ユ
ヴ
そ
シ
ー
の
專
問
家
が
魏
慶
し
て
確
か
め
大
の
で
あ
る
か
ら
、
全

く
事
實
無
限
ε
も
評
し
去
ろ
こ
ぜ
に
出
來
な
い
。
し
か
し
、
’
．
一
月
二
＋
七
入
日

以
後
、
英
図
々
来
國
（
ヤ
ー
キ
ー
ス
）
で
の
齪
察
か
ら
推
し
て
、
何
も
確
か
な
謹

擦
た
薗
拳
げ
る
、
、
定
が
出
來
な
い
の
で
㌔
あ
る
か
ら
、
謎
ぜ
い
へ
ば
謎
定
も
曽
口
ヘ
ス
リ

誠
に
不
思
議
の
現
象
で
あ
る
ゆ

．
．
此
の
頃
ば
、
不
思
議
に
天
丈
上
の
謎
見
目
い
な
事
が
多
い
。
要
す
る
に
観
察

不
充
分
り
糞
め
に
、
正
か
否
か
、
未
解
決
の
ま
」
に
葬
ら
れ
て
し
ま
う
、
、
ビ
が

“
二
に
正
ま
ら
な
い
・
例
へ
ば

　
剛
》
．
「
昨
（
一
九
二
、
こ
年
八
月
、
来
國
リ
ク
天
冠
豪
で
、
カ
ン
ベ
ル
、
、
ラ
ソ

　
　
セ
ル
等
の
毎
々
宏
ろ
人
々
が
日
沼
後
の
西
の
空
に
見
れ
光
も
、
多
分
慧
星

　
　
だ
っ
れ
の
だ
ら
う
ご
い
ふ
観
だ
け
で
、
誰
も
外
に
確
か
な
観
察
な
し
索
も

　
　
の
が
無
か
っ
た
六
め
に
」
其
の
ま
」
永
久
功
疑
問
ミ
し
て
残
さ
れ
て
し
ま

　
　
つ
索
ゆ

　
二
、
昨
年
十
二
月
｝
日
、
ル
マ
ニ
ア
の
ソ
ウ
イ
ベ
ル
ミ
い
ふ
人
が
、
琴
座
に

　
　
登
化
し
六
薪
星
ざ
い
ふ
の
も
、
外
に
誰
も
之
れ
か
見
な
か
っ
肇
六
め
に
、

　
　
人
々
な
迷
ば
ぜ
乗
ま
、
に
葬
ら
れ
て
し
ま
つ
敦
O
尤
も
之
れ
ば
其
の
後
、

　
　
観
察
が
誤
っ
て
ゐ
六
定
い
ふ
意
味
を
護
表
し
六
の
で
、
事
の
気
門
ば
つ
い

　
　
六
や
う
な
も
の
、
〇

　
三
、
．
今
｝
つ
、
昨
年
十
一
月
末
に
、
中
村
要
譜
が
獲
見
し
た
慧
星
も
、
世
の

　
　
多
く
の
人
々
．
は
一
寸
憂
に
思
っ
て
ゐ
う
ら
し
い
。
「
ペ
ラ
イ
ン
慧
星
奄
獲
見

　
　
し
表
」
定
い
ふ
意
味
に
、
日
本
電
報
ぜ
し
て
コ
ペ
ン
ハ
、
ゲ
ン
か
ら
各
所

　
　
に
登
．
ゼ
ら
れ
索
け
れ
ざ
、
其
の
後
何
所
の
天
文
墓
で
も
之
れ
奄
再
登
見
し

　
　
な
か
っ
た
や
う
で
あ
ろ
し
、
申
村
．
】
イ
自
男
の
観
測
位
置
一
，
未
機
表
の
ま
・

　
　
に
な
．
つ
て
み
ろ
Q
但
し
之
れ
に
つ
い
て
ほ
自
分
か
二
三
凋
其
の
星
の
位
置

　
　
存
撮
影
し
実
し
、
今
軌
道
の
碗
究
申
で
あ
る
か
ら
、
間
蛭
な
く
、
何
等
か

（
二
〇
）

　
　
の
解
決
匿
見
爵
ず
だ
ら
う
、
・
思
ふ
が
◎

要
す
る
天
交
の
問
題
沃
、
農
事
が
貸
際
翻
測
仁
よ
つ
て
解
決
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
☆
ぜ
へ
素
人
で
あ
っ
て
も
、
確
か
に
盗
る
も
の
た
観
糞
の
で
あ
れ
げ
、
其

の
槻
た
こ
い
ふ
こ
定
が
、
千
萬
言
の
理
論
に
も
ま
さ
っ
て
一
大
事
蟹
玉
ス
論
稼

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ

ミ
な
る
の
で
あ
ろ
湘
観
測
家
た
う
も
の
の
責
任
も
名
轡
も
こ
」
に
あ
る
。
又
、

素
人
ぜ
い
へ
こ
も
學
界
に
貢
献
づ
ろ
黙
ば
こ
」
に
あ
ろ
O
（
一
九
二
三
、
四
、
二
一
ニ

　
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
丈
嘉
現
に
て
）

「
ス
歴
弓
ス
ブ
ー
簸
時
間
」

　
普
く
世
人
の
知
る
通
り
、
佛
蘭
西
ほ
、
最
近
、
英
影
堂
同
じ
く
、
グ
サ
ン
ゥ

イ
チ
畔
間
ル
國
内
｝
般
の
亭
均
畔
ミ
し
て
用
み
て
ゐ
距
。
（
丁
度
我
が
日
本
が
明

石
の
時
間
か
中
央
標
準
時
こ
し
て
用
心
ろ
や
う
に
。
）
ミ
こ
ろ
が
、
グ
リ
ン
ヰ
チ

の
経
度
ば
佛
國
全
軍
か
ら
見
れ
ば
西
に
偏
し
て
み
る
止
め
、
佛
國
人
ε
し
げ
、
に

其
の
固
有
の
太
陽
鉾
間
よ
ゆ
幾
分
か
握
れ
た
時
間
な
用
み
て
ゐ
品
わ
け
で
あ
る

（
元
來
、
佛
國
人
に
朝
ね
坊
で
あ
る
カ
ら
、
實
際
ほ
触
れ
で
も
よ
か
つ
カ
の
か
も

知
れ
な
い
け
れ
ご
Q
）
し
か
る
に
近
頃
聞
く
ざ
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
佛
國
1
1
今
回
グ

　
リ
ン
ヰ
チ
主
導
よ
り
丁
度
三
十
分
進
ん
だ
暗
墨
壷
探
用
す
る
に
至
っ
た
オ
い
ふ

　
し
て
見
ろ
ビ
、
東
経
七
度
牛
亡
い
ふ
維
度
が
標
準
子
午
線
亡
な
ろ
わ
け
で
、
ほ

　
穿
通
領
地
ス
下
ラ
ス
プ
；
ル
（
ア
シ
サ
ス
州
の
首
都
）
の
暗
問
を
、
國
内
一
般
が

用
み
ろ
こ
ビ
に
な
つ
カ
の
で
あ
ろ
。
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
ば
書
聖
の
東
端
に
あ
、
る

市
で
あ
る
か
ら
、
今
ま
で
ぜ
ば
反
謝
に
、
佛
偶
人
ば
全
農
ミ
し
て
、
問
有
時
間

よ
り
も
早
い
時
差
か
持
つ
こ
ご
に
な
る
。
し
か
し
、
此
の
索
め
、
戦
時
中
か
ら

昨
年
ま
で
心
用
し
て
ゐ
糞
「
夏
期
時
間
」
炉
慶
し
索
そ
う
で
あ
ろ
か
ら
、
換
言
す

れ
ば
一
年
中
食
通
じ
て
、
目
光
節
約
の
意
味
で
夏
期
時
間
奄
用
み
ろ
の
で
あ
る

　
書
・
も
晶
爵
へ
ろ
。
之
れ
が
乳
め
、
山
父
涌
一
機
闘
開
、
・
殊
に
』
央
佛
の
山
二
流
階
が
F
小
ノ
し
不
便
に

な
る
だ
ら
う
ぜ
評
さ
れ
て
み
ろ
。
（
一
九
三
二
年
四
月
二
十
五
日
、
ヤ
ー
キ
ー
ス

　
天
文
璽
に
で
、
山
本
一
清
）

　
　
｛
阿
二
七
七
百
へ
下
段
へ
繕
…
く
0


